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課題１３Ａ 
1. μ=5, σ=3 の時の正規分布分布の確率密度関数 p(-5)～p(15)と分布関数の値をそれぞ

れ計算し，表とグラフを Excel ファイル「課題 13」の「課題１３Ａ」シートに作れ。 
2. 確率密度の式(1)に基づいて，確率密度関数値を計算し，1 の値と一致することを確認

せよ。 

 

課題１３Ｂ  
1. μ=0, σ=1 の時の標準正規分布の確率密度関数 p(-5)～p(5)と分布関数の値をそれぞれ

NORMDIST 関数を用いて計算せよ。 
2. NORMSDIST 関数を用いて分布関数の値を求め，１と同じになることを確認せよ。 
3. NORMSINV 関数を用いて，2 の値から x の値を求められることを確認せよ。 

 



課題１３Ｃ 

X=0, 1,…, 10 における標準正規分布の値 F(x)と t-分布の分布関数の値を比較せよ。自由度

は 1, 10, 100 とすること。 

 
課題１３Ｄ 

サイコロを 10 回(n=10), 20 回(n=20), ・・・，50 回(n=50)振って（RANDBETWEEN 関

数を使うこと），目の和の平均を求める。この時，平均の分散がだんだん小さくなり，平均

は 3.6666・・・に近づくことを確かめよ。 
（注意！） 10 回標本を 10 回以上，20 回標本を 10 回以上・・・取得してその度ごとに平

均を求めて分散を出すこと。 
 

 


